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学位授与の要件

論文内容の要旨

チョウチンミドロの細胞質は光照射にともなって藻体先端部へ，暗黒下では基部へ移動する。また，

微小光束を照射すると その部分に細胞質が堆積する O 細胞質中には細胞長軸方向に多数の微小管が束

状構造をなして存在している O 微小管阻害剤を添加すると，微小管束は消失し細胞質の運動も停止する。

これは，微小管が細胞質を駆動するのに必須の構造であることを示している。光刺激により誘発される

細胞質転位運動と相関してこれらの微小管束の存在状態が著しく変化するO 即ち，明条件下においては

先端では微小管束は細く 基部よりの領域では微小管数が増加し多くの太い微小管束が形成される。一

方，暗黒下では先端から基部にわたって微小管数も束の数も一様で，太い微小管束は存在しない。また，

暗黒下で細胞に微小光束を照射すると 照射部位より基部側には先端側よりも太い微小管束が構築され

る O これらの結果は微小管束の形成と消失によって，細胞質の転位が制御されていることを示唆して

いる o このような微小管束の重合脱重合更に，微小管束の形成，消失は何らかの因子によって制御

されていると考えられる O 超薄切片の観察によると，微小管は架橋構造によって束ねられているので，

この構造によって微小管束形成の制御が行われている可能性がある。そこで，このような架橋構造を作

るものとして微小管関連蛋白質 (MAPs) を考え， MAPs のひとつである190K-MAP を認識する抗

190K-MAP抗体と抗チュープリン抗体を用いて二重染色を行うと，両者の染色パターンはよく一致

した。また免疫電顕法による観察では 190K-MAP と同じ抗原決定基を持つ蛋白質が微小管に沿っ

て存在していることが明らかになった。ウエスタンプロット法により，この蛋白質の分子量は約90kD

であることが明らかになった。さらに， 90kD 蛋白質は， 190K-MAP の tubulin 結合部位を認識する

抗体とも免疫交差した。細胞の組抽出液から90kD 蛋白質と tubulin を部分精製した。 taxol により微小
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管を重合させた後90kD 蛋白質を含む分画を加えたところ， 90kD 蛋白質分画は，微小管の束化を促進す

る活性を示した。これらの結果は， 90kD 蛋白質が微小管制御蛋白質の一つで、あることを強く示唆して

いる。

論文の審査結果の要旨

光条件に依存して，細胞質の運動や細胞内の特定部位への葉緑体の移動が誘発されることが，多くの

植物細胞で知られている。前川君は淡水産の緑藻であるチョウチンミドロを用いて，その細胞質が，明

期には藻体の基部から先端へ，暗期には先端から基部へと移動する現象(細胞質転位運動)を定量的に

解析した。次いでこの転位運動が微小管系によって駆動されていること，しかも微小管系の細胞内での

構築が，転位運動に相関して大きな変化を遂げることを明らかにした。更に微小管系の構築変化を制御

する因子として， 90kD 蛋白質を部分精製することに成功した。これによって前川君は，光刺激の受容

から微小管系の構築変化がもたらされるまでの過程の解明という，細胞質転位運動の光制御の仕組みを

理解するための中心課題を解く道を開いたということが出来る。従って本論文は理学博士の学位論文と

して十分価値あるものと認める。
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